
住みやすい暮らしをTOKUSHIMAと共に

城北高校 204HR
漆原和来、大野杏実、
北田花鈴、武市碧

徳島県は他の県と比べ町が発展して
いないので、徳島に住む外国人の方
は不便ではないのか気になりました。
なので私たちは直接外国人の方にお
話を伺いました。



ALTのラルフ先生
・ポイントカードが使いにくい
・友達が作りにくい
・マスクのせいで表情が分かり
にくい
・交通機関が少ない

徳島大学の韓国人ユジェ君
・バスの電子掲示板が欲しい
・お店、配達が少ない
・交通機関が少ない



徳島のいいところ

中国人の任恵絹さんをはじめ、外国人の方々で活
動をしているグループにお話を伺いました。

・徳島県民は優しい
・声を掛けたら助けてくれる
・自然が多い
・新鮮な農作物が多い
・車さえあればどこにでも行ける
・混雑していない
・プライバシーを尊重してくれる

徳島の改善してほしいところ
・積極的ではない
・公共交通機関が発達していない
・距離を感じる
・遊べるところが少ない
・外国人に対して偏見がある
・言葉の壁がある



考察
このあいあいファミサ
ポフェスティバルを通
して徳島に住む外国人
の方は、自分たちが活
躍できる場を自分たち
でつくりその場で徳島
の人たちと交流しよう
としていました。

結果
ラルフ先生とユジェ君2人の困っ
ていることの共通点に交通機関が
少ないことが入っていることが分
かりました。それでも、皆徳島が
好きということも分かりました。
それに、駅前のバスの時刻表が電
子掲示板になることについてはま
だ先だけれど、人が集まる交通機
関の時刻表は電子掲示板になって
いることも分かりました。
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